
CRIS2016＆OR2016 参加報告（九州大学附属図書館・林豊） 

 
 機関リポジトリ推進委員会協力員の用務として、国際会議 CRIS2016 及び OR2016 に参加した。その

概要について報告する。 
 
1. CRIS2016（13th International Conference on Current Research Information Systems） 
 

1.1 会議情報 

概要 最新研究情報システム（CRIS：Current Research Information System）に関する

国際会議。隔年開催。次回 CRIS2018 はスウェーデン・ウメオで開催 
参加目的 欧州各国における CRIS の動向に関する情報収集（特にオープンアクセスモニタリ

ングプラットフォームとしての CRIS という観点から）、参加者とのネットワーキ

ング 
日程 2016 年 6 月 8 日（水）～11 日（土） 
会場 セントアンドリュース大学（英国・セントアンドリュース） 
主催者 euroCRIS（@euroCRIS_Org）（欧州における CRIS のメタデータの標準規格であ

る CERIF/XML を策定している団体） 
ハッシュタグ #CRIS2016 
テーマ Communicating and measuring research responsibly: profiling, metrics, impact, 

interoperability 
参加者数 167 名（名簿による）（日本からは筆者と東京工業大学・森雅生教授の 2 名が参加） 
URL http://www.cris2016.co.uk/ 
プログラム http://www.cris2016.co.uk/STANDREWS/media/uploaded/EVSTANDREWS/eve

nt_43/CRIS2016_Final_Programme_With_Poster_List__Session_Chairs__Hype
rlinks.pdf（各発表のペーパー、プレゼンへのリンクあり） 

 
  

http://www.cris2016.co.uk/
http://www.cris2016.co.uk/STANDREWS/media/uploaded/EVSTANDREWS/event_43/CRIS2016_Final_Programme_With_Poster_List__Session_Chairs__Hyperlinks.pdf
http://www.cris2016.co.uk/STANDREWS/media/uploaded/EVSTANDREWS/event_43/CRIS2016_Final_Programme_With_Poster_List__Session_Chairs__Hyperlinks.pdf
http://www.cris2016.co.uk/STANDREWS/media/uploaded/EVSTANDREWS/event_43/CRIS2016_Final_Programme_With_Poster_List__Session_Chairs__Hyperlinks.pdf


1.2 印象に残ったプログラム 

 2 日半に渡る本会議の前日には CERIF/XML のチュートリアル及びウェルカムレセプションが行われ

た。本会議では 2 本のキーノートに続いて 3 会場のパラレルセッションが展開され、計 50 以上のプレゼ

ンテーション（各 20 分）が行われた。ポスターセッションは 13 本の応募があったようだが、実際に掲

示されていたのは 6 本程度だった。 
 現在の筆者の主な関心は、どのようにして日本でもナショナルレベルの CRIS を構築するか、そこで

いかにしてオープンアクセス方針の遵守状況のモニタリングを行うか、CRIS と機関リポジトリの連携の

今後の可能性はどういうものか、の 3 点である。その観点から印象強く残った発表について報告したい。 
 
(1) Gunnar Siversten (Norway) 

Keynote 2: Measuring research responsible with CRIS 
★CRIS は研究評価のソースであるという話 
 

 ・ 今回の会議はテーマに“measuring”という単語が入っているが、metrics のセッションが設け

られるのは CRIS2016 が初めてだという。 
・ ナショナル CRIS の代表事例として、ノルウェー、チェコ、フィンランド、ベルギー、ポル

トガル、デンマークを紹介。Scopus や Web of Science は人社系の業績や書籍のカバー率が

低いため、CRIS が整備されていればもっとしっかりした研究評価が行えると主張する。 
・ “CRISs are becoming increasingly important as sources of quantifiable information for 

research statistics and evaluation”という力強いメッセージで締めくくった。 
 

(2) Theodor Tolstoy (Sweden) 
SwePub Analysis: Offering High Quality Institutional Repository Publication Metadata 
Using Linked Data Technologies 
★スウェーデン国立図書館の SwePub Analysis の紹介 
 
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/509 

 

 

http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/509


・ スウェーデン国立図書館の SwePub（国内大学図書館から出版物のメタデータを収集、RDF
ベース）では、2015 年から SwePub Analysis という評価分析サービスを提供している。 

・ 外部サービスを活用して OA 率を算出している（スライド p.9～17）。Green OA 率（19.4%）

から出発し、DOAJ のデータを使って Gold OA 率を計算すると 6.8%だった（Green と Gold
の overlap があるため Green OA 率は 18.1%に低下）。DOAB のタイトルは SwePub の 96
件とマッチした。今後は ROAD の利用も検討しているという。Wiley から APC のデータを

提供してもらいハイブリッド OA の状況をも把握しようとしているのに驚いた。 
・ 講演後に「日本でも同じようなことをしようとしているよ！」と話しかけてみたところ、ソ

ースコードや Wiley から提供されたデータ等を見せてくれた。developer である彼を含めて 2
名という少人数チームで開発を行っており、短期間で結果を出すことが求められ、不十分な

ところもあるということだった。 
 

(3) Andrea Bollini (CINECA, Italy) 
★DSpace-CRIS の最新情報 
 

 ・ CINECA の開発している DSpace-CRIS は、DSpace で人物、機関、プロジェクト等の情報

を扱えるように拡張したオープンソースソフトウェア（つまり DSpace の CRIS 化）。 
・ データモデルは CERIF/XML。 
・ 香港大学や euroCRIS で導入されている。香港理工大学が最新の導入機関。 

http://ira.lib.polyu.edu.hk/ 
・ 年 3 回以上のアップデートを提供しており、2016 年 7 月にバージョン 5.5.1 がリリース予定。

OpenAIRE Guideline for CRIS Managers への対応や、機関の出版物を Scopus、Web of 
Science、PubMed Europe から自動的にインポートする機能。今後、大規模な研究データへ

の対応が予定されている。 
・ DSpace-CRIS については他にもプレゼンがあった（イタリアでの導入事例と、euroCRIS で

の最新機能紹介）。 
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/497 
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/519 
 

(4) Catia Laranjeira (Portugal) 
Monitoring a national Open Access funder mandate 
★ポルトガルの OA 方針のモニタリング・レポーティングの効率化事例 
 
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/522 

 ・ ポルトガルでは 2014 年 5 月に FCT の OA 方針が策定され、FCT の助成を受けた研究成果

（査読論文、会議発表論文、ポスター、書籍・章、博士論文）を、RCAAP 準拠のリポジト

リに登録することが義務付けられた。エンバーゴは認められる。APC の援助も受けられるが、

そのためには CC BY を選択することが必要となる。 

http://ira.lib.polyu.edu.hk/
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/497
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/519
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/522


・ 2015 年に始まった博士論文・修士論文の OA 義務化においても、RCAAP への登録が義務付

けられている。 
・ 2016 年には Portugal2020 という研究助成プログラム？が始まった。 
・ “PT-CRIS is system of systems = ecosystem”。PT-CRIS は RCAPP、CV、funding database

等のいろいろなシステムから構成されている。 
・ FCT で助成を受けた研究者は、研究成果を機関リポジトリに登録する（同時に、OpenAIRE

の API で生成したプルダウンメニューから自身の研究プロジェクトを選択する）と、それを

ハーベストした RCAAP Portal で研究成果リストを含むレポートが出力可能になる。FCT は

RCAAP の API を利用して、自身の OA 方針の遵守状況のモニタリングを行うことができる。

このようにして、リポジトリは OA 方針を策定した助成機関と助成を受けた研究者の作業を

効率化することができるとまとめていた 
・ PT-CRIS については以下のプレゼンもあった（機関 ID、CV）。 

http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/511 
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/518 

 
(5) Jyrki Ilva (National Library of Finland) 

Towards reliable data – counting the Finnish Open Access publications 
★フィンランドの OA モニタリングの話 
 
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/523 

 ・ フィンランド教育文化省の調査によると、2014 年に国内研究機関が生産した出版物は 40000
件で、そのうち 24000 件が査読ありで、そのうち 18%が OA だった。 

・ だがこの数字を本当に信じられるのか？と彼は疑問を呈す。その理由として、OA の定義は

十分に明確とは言えないこと、OA の状況が予算配分に影響を与えない現状では OA ステー

タスという情報を収集する動機に欠けること、を挙げていた。 
・ 既存の Juuli に続き、2016 年には、各大学の CRIS（Pure や Converis が多い）等からメタ

データを収集する Virta というシステムの構築が始まった。DOAJ 等からデータを収集し、

Virta 上で OA ステータスを管理しようとしている。 
・ OA の定義が様々であるという問題点について細々と解説していた。 
・ 最後に APC と OA オフセットについて言及し、“OA monitoring information also essential 

for the negotiation of large-scale offsetting deals with publishers”とまとめていた。 

http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/511
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/518
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/523


 

(6) Mijke Jetten (Netherland) 
The important role of CRIS’s for registration and archiving of research data 
★CRIS から研究データをデポジットする話 
 
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/524 

 ・オランダの Radboud University の事例報告。 
“Data preservation hasn’t been very user-friendly”という問題意識から、研究データ登録の

ためのワンストップサービスを構築するプロジェクトを実施。DANS（Data Archiving and 
Networked Services）のナショナルデータアーカイブ EASY と連携し、CRIS に研究データを

登録→SWORD プロトコルにより EASY に登録、というワークフローを構築した。 
・研究データと出版物のリンク付けもできる。 
・図書館がフロントエンド、IT 部門と DANS EASY がバックエンド、という役割分担。 
http://www.ru.nl/research-information-services/ 
 

(7) Ed Simmons (President, euroCRIS) 
Conclusion Remarks 

http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/524
http://www.ru.nl/research-information-services/


 ・CRIS の役割が、研究評価、研究マネジメント、研究プロファイリング、研究成果シェアリン

グと拡大してきたことを述べ、“It’s all about metadata”（すべてメタデータの問題だ）と喝破

する。最適なメタデータを実現していくための基本原則（最新、完全、正確、十分詳細、明確、

FAIR＝Findable Accessible Interoperable Reusable）及び想定される課題を整理し、最後に我々

の果たしていくべき責任についてまとめていた。 

 
 



1.3 関連 URL 

 開催報告 
 http://www.st-andrews.ac.uk/libraryblog/2016/06/measuring-research-responsibly-cris2016

-conference-in-st-andrews/ 
 http://www.eurocris.org/news/very-successful-cris2016-conference-st-andrews 

 ブログ 
 https://www.researchitaly.it/conoscere/stampa-e-media/news/cris-2016-10a-edizione-del-se

minario-internazionale-sui-raggi-cosmici-1/ 
 https://researchdata.jiscinvolve.org/wp/2016/06/23/cris2016/ 
 http://blogs.helsinki.fi/digikirjasto/2016/06/27/konferenssikesan-tunnelmia/ 
 http://investigarlainvestigacion.blogspot.jp/2016/06/from-9th-to11th-of-june-i-attended-an

d.html 
 プレゼン  

 http://www.slideshare.net/vbrasse/cerif-tutorial-from-cris2016 

http://www.st-andrews.ac.uk/libraryblog/2016/06/measuring-research-responsibly-cris2016-conference-in-st-andrews/
http://www.st-andrews.ac.uk/libraryblog/2016/06/measuring-research-responsibly-cris2016-conference-in-st-andrews/
http://www.eurocris.org/news/very-successful-cris2016-conference-st-andrews
https://www.researchitaly.it/conoscere/stampa-e-media/news/cris-2016-10a-edizione-del-seminario-internazionale-sui-raggi-cosmici-1/
https://www.researchitaly.it/conoscere/stampa-e-media/news/cris-2016-10a-edizione-del-seminario-internazionale-sui-raggi-cosmici-1/
https://researchdata.jiscinvolve.org/wp/2016/06/23/cris2016/
http://blogs.helsinki.fi/digikirjasto/2016/06/27/konferenssikesan-tunnelmia/
http://investigarlainvestigacion.blogspot.jp/2016/06/from-9th-to11th-of-june-i-attended-and.html
http://investigarlainvestigacion.blogspot.jp/2016/06/from-9th-to11th-of-june-i-attended-and.html
http://www.slideshare.net/vbrasse/cerif-tutorial-from-cris2016


エディンバラ・ウェイヴェリー駅→（電車で 1 時間）→ルーカース駅→（バスで 10 分）→大学 

 

 
セントアンドリュース大学構内 

 

 
 
 



ランチタイム 

 

 
コーヒーブレイクの様子 

 

  



2. OR2016（11th Annual Conference on Open Repositories） 
2.1 会議情報 

概要 機関リポジトリに関する国際会議。毎年開催。次回 OR2017 は 2017 年 6 月 26 日

～30 日にオーストラリア・ブリズベンで開催。 
http://or2017.net/ 

参加目的 オープンアクセスモニタリングプロジェクトに関するポスター発表、機関リポジト

リの最新動向に関する情報収集、参加者とのネットワーキング 
日程 2016 年 6 月 13 日（月）～16 日（木） 
会場 トリニティ・カレッジ・ダブリン（アイルランド） 
主催者 @OR2016Dub 
ハッシュタグ #OR2016 
テーマ Illuminating the World 
参加者数 477 名（日本からは筆者、NII・山地一禎准教授、NIMS・田辺浩介氏の 3 名が参加） 

http://or2016.net/attendee-list/ 
URL http://or2016.net/ 
プログラム https://www.conftool.com/or2016/sessions.php 

https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_sessio
n=114（ポスターセッション） 

動画（一部） http://or2016.net/live/ 
https://www.youtube.com/channel/UC7vq5tutBbuED5qJB_5X6Lg 

 
 
2.2 プログラム 

 本会議の前日にはワークショップ（主催者側のプレゼン＋参加者によるグループディスカッション）

が行われた。計 14 件のうち筆者はテキストデータマイニング、OpenAIRE、Jisc のワークショップに参

加した。 
 本会議はケープタウン大学の Laura Czerniewicz によるキーノートで幕を開き、その後は最大 6 会場

に分かれて 3 日間で合計 43 件のセッション（プレゼンテーション、パネルディスカッション、ディベロ

ッパートラックの 3 種類がある）が行われた。筆者は主に、識別子、ワークフロー、モニタリングに関

する発表を中心に聴講した。 
 本会議初日午後には 1 時間のポスターセッションタイムが設けられ、筆者も自身のポスターの前で説

明や質疑応答を行った（理由は分からないが、OR2016 では 1 分間でポスターの内容についてプレゼン

を行う恒例の Minute Madness は行われなかった）。 
 コーヒーブレイクや会議終了後には OpenAIRE プロジェクト関係者等との会議・交流も行われた。 
 
 以下では印象に残ったプログラムを簡単に紹介したい。詳しくは公開されているスライドを見ていた

だきたい。 
 

http://or2017.net/
http://or2016.net/attendee-list/
http://or2016.net/
https://www.conftool.com/or2016/sessions.php
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=114
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=114
http://or2016.net/live/
https://www.youtube.com/channel/UC7vq5tutBbuED5qJB_5X6Lg


(1) Workshop 02: Mining Repositories: How to assist the research and academic community in 
their text and data mining needs 
★OpenMinTeD プロジェクトやテキストデータマイニング事例の紹介 
 
http://www.slideshare.net/openminted_eu/ 
http://openminted.eu/1409-2/ 
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=83 

 ●前半：テキストデータマイニングの institutional, technical, legal な側面からの話題 
・ Natalia Manola（プロジェクトコーディネーター）から、テキストデータマイニング（TDM）

のためのオープンなインフラ（high level architecture）の構築を目指す OpenMinTeD プロ

ジェクトの紹介。”TDM is a definitive next step from Open Access to Open Science”と強調

する。まずは OA リポジトリと OA ジャーナルから TDM のためのコンテンツを収集する。 
http://www.slideshare.net/openminted_eu/openminted-repositories-in-the-centre-of-new-s
cientific-knowledge 

・ CORE プロジェクトから、TDM も OA でありリポジトリは TDM をサポートすべきであると

主張。CORE ではリポジトリからコンテンツを収集するときの技術的困難について紹介（コ

ンテンツにリンクがないメタデータ、ダウンロードできないコンテンツ、メタデータからコ

ンテンツの URL を機械的に抽出しづらい等）。 
http://www.slideshare.net/openminted_eu/how-can-repositories-support-the-text-mining-o
f-their-content-and-why 

・ CREATe プロジェクトの Thomas Margoni から、TDM の legal な側面について解説。no 
license means you cannot do tdm と、ライセンスを指定することの大切さを述べていた。 
http://www.slideshare.net/openminted_eu/legal-issues-text-and-data-mining 

 
●後半：英国における TDM の活用事例の紹介 
・ EThOS（年間 2 万本）を使って、PhD でアルツハイマーをテーマにした研究者のその後の研

究を調査したものなど 3 例。なお、EthOS は a few DOI and ORCID（430000 records）と。 
http://www.slideshare.net/openminted_eu/building-teaching-and-learning-corpora-with-t
he-british-library-ethos-collection 

・ EThOS からコーパスを作った話。 
http://www.slideshare.net/openminted_eu/building-teaching-and-learning-corpora-with-t
he-british-library-ethos-collection 

・ BL のデジタルコレクションから政治的事件の場所・日付を抽出した話。 
https://www.youtube.com/watch?v=e9T5zP2iZIM 

・ National Center for Text Mining（NaCTeM）の話。 
http://www.nactem.ac.uk/ 
http://www.slideshare.net/openminted_eu/jisc-text-mining-capabilities 

 

http://www.slideshare.net/openminted_eu/
http://openminted.eu/1409-2/
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=83
http://www.slideshare.net/openminted_eu/openminted-repositories-in-the-centre-of-new-scientific-knowledge
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http://www.slideshare.net/openminted_eu/how-can-repositories-support-the-text-mining-of-their-content-and-why
http://www.slideshare.net/openminted_eu/how-can-repositories-support-the-text-mining-of-their-content-and-why
http://www.slideshare.net/openminted_eu/legal-issues-text-and-data-mining
http://www.slideshare.net/openminted_eu/building-teaching-and-learning-corpora-with-the-british-library-ethos-collection
http://www.slideshare.net/openminted_eu/building-teaching-and-learning-corpora-with-the-british-library-ethos-collection
http://www.slideshare.net/openminted_eu/building-teaching-and-learning-corpora-with-the-british-library-ethos-collection
http://www.slideshare.net/openminted_eu/building-teaching-and-learning-corpora-with-the-british-library-ethos-collection
https://www.youtube.com/watch?v=e9T5zP2iZIM
http://www.nactem.ac.uk/
http://www.slideshare.net/openminted_eu/jisc-text-mining-capabilities


(2) Workshop 10: From Repositories, for Repositories: OpenAIRE services and tools 
★OpenAIRE プロジェクト最新情報 
 
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=92 
http://www.slideshare.net/OpenAIRE_eu/openaire-workshop-or2016-from-repositories-for-rep
ositories 

 ・ Natalia Manola（プロジェクトマネージャー）からは、Repository Manager Dashboard と

Open Science Monitor という 2 つの新サービスの紹介。 
https://www.youtube.com/watch?v=wkPJ_WXvg6M 

・ 質疑応答では山地准教授から、OpenAIRE が legal entity になることの利点について質問し

たところ、project では trust が得られないから legal entity にすると回答があった。また、

参加料金については no charge. government should pay と答えていた。 
・ Jochen Schirrwagen からは、リポジトリからのコンテンツ収集と OpenAIRE Guidelines の

話。ガイドラインでは accessRights の入力が必須だが、意味が clear ではなく、リポジトリ

管理者を混乱させるという。新しいパラダイム＝global harmonization として、basic layer / 
enhanced layer / extended layer から成る proposal metadata layers を準備中で（夏には何

かしら出る予定？）、これにもとづき LA Referencia、SHARE、Jisc/RIOXX、COAR 等と議

論する予定。 
https://www.youtube.com/watch?v=o4E18th-N-w 

・ Pedro Principe からは、OpenAIRE 準拠のリポジトリにコンテンツを登録すれば EC funder 
mandate の reporting が簡単にできる機能の紹介があった。（★林感想：OpenAIRE では、

project の一覧を取得する API を提供しており、ポルトガルの RCAAP でも使っているが、日

本でも KAKEN 用のを提供したり JAIRO Cloud で実装する必要があるのではないか。） 
・ Paolo Manghi からは、Broker Service の紹介（7 月にリリース？）。何か関係のある情報を

リポジトリに戻す（enrichment & additions）というサービスで、リポジトリ以外のデータ

ソースからの情報も含まれるのが重要な点だと強調していた。enrichment は簡単（リポジト

リからもらった情報に追加して返すだけだから）だが、addition が難しいという。 
https://www.youtube.com/watch?v=CEAWly8BmIA 

 
(3) Papers4: Dimitris Pierrakos (ATHENA): Scaling Usage Statistics across Repositories as an 

OpenAIRE Analytics Service 
★OpenAIRE の利用統計プロジェクトの進捗報告 
 
http://www.slideshare.net/OpenAIRE_eu/scaling-usage-statistics-across-repositories-as-an-op
enaire-analytics-service-presentation-at-or2016 
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=111 

 ・ Piwik 及び SUSHI Lite という 2 つの手段でリポジトリから利用統計（メタデータの閲覧数、

本文のダウンロード数）を集める。複数のリポジトリに同じコンテンツがあったときは重複

https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=92
http://www.slideshare.net/OpenAIRE_eu/openaire-workshop-or2016-from-repositories-for-repositories
http://www.slideshare.net/OpenAIRE_eu/openaire-workshop-or2016-from-repositories-for-repositories
https://www.youtube.com/watch?v=wkPJ_WXvg6M
https://www.youtube.com/watch?v=o4E18th-N-w
https://www.youtube.com/watch?v=CEAWly8BmIA
http://www.slideshare.net/OpenAIRE_eu/scaling-usage-statistics-across-repositories-as-an-openaire-analytics-service-presentation-at-or2016
http://www.slideshare.net/OpenAIRE_eu/scaling-usage-statistics-across-repositories-as-an-openaire-analytics-service-presentation-at-or2016
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=111


除去も行う。 
・ Pilot Phase 1 ではポルトガルと OpenAIRE Portal を収集対象にした。Pilot Phase 2 ではポ

ルトガル、スペイン、ブルガリア等のリポジトリや、IRUS-UK、OpenAIRE Portal を収集対

象にした。実際に 6 件のコンテンツの重複除去を行ったという。 
・ 課題は、ボットの処理、“gaming” activity in usage data、直接ダウンロードへの対応。 
・ 今後は OpenAIRE の NOADs と連携して参加リポジトリを増やしていく予定。2016 年のベ

ータリリース、2017 年のプロダクションリリースを目指している。 
・ 質疑応答でオランダに類似のプロジェクトがあるとコメントがあったが詳細不明。  
 

(4) Papers 4: Statistics at CDS 
★CERN Document Server のログ解析システムの紹介 
 
http://slidedeck.io/switowski/or2016 
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=111 

 ・ 150万件のコンテンツを公開しているCERN Document Server (INVENIO v1.2) のログ解析

システムを、MySQL / Piwik ベースから、Elasticsearch / Logstash / Kibana によるものに

移行中（一般的な Web サービスのログ解析で最近よく見られるモダンな構成）。 
https://cds.cern.ch/ 

・ CDS に関するポスター発表もあった。 
https://cds.cern.ch/record/2194936?ln=ja 

 
(5) Papers 7: Identify to simplify: integrating identifiers into national infrastructures with the 

ORCID hub 
★イタリアの CINECA が開発している ORCID Hub の紹介 
 
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=116 

 ・ イタリアの大学等のコンソーシアム（であり国内最大のコンピューターセンターである）

CINECA が開発している ORCID Hub というオープンソースシステムの紹介。 
https://orcidhub.cineca.it/ 

・ イタリアでは国家的な研究評価で ORCID が使われることになり、CINECA は ORCID とコ

ンソーシアム契約を結び、ORCID iD の取得・活用促進のために ORCID Hub を開発した。

ORCID Hub には、ORCID iD の取得支援、ORCID iD と他の研究者 ID とのマッチング、

ORCID と連携させるアプリケーションの一括管理等の機能がある。 
・ 同じく CINECA が開発している DSpace-CRIS には、ORCID iD でログインできる。 
 
関連： 
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/417 
http://www.eunis.org/eunis2016/wp-content/uploads/sites/8/2016/02/EUNIS2016_paper_17.pd

http://slidedeck.io/switowski/or2016
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=111
https://cds.cern.ch/
https://cds.cern.ch/record/2194936?ln=ja
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=116
https://orcidhub.cineca.it/
http://dspacecris.eurocris.org/handle/11366/417
http://www.eunis.org/eunis2016/wp-content/uploads/sites/8/2016/02/EUNIS2016_paper_17.pdf
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(6) Third 24x7 session 
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=106 

 ・ 24 x 7 session は、10 分弱のショートプレゼンが次々と繰り広げられるもので、会議中に 3
回行われた。 

・ 2) Jisc Monitor: Integrating with Wider Systems  
Jiscが開発中のOAモニタリングシステムMonitor UKとMonitor Localの紹介。Compliance
のチェックの部分を Cottage Labs の開発した Lantern と、Open Access Gauge（OAG）が

担当しているということは認識してなかった。  
https://lantern.cottagelabs.com/ 
http://howopenisit.org/ 

・ 3) Jisc UK Research Data Discovery Service Project  
現在開発中の研究データ検索サービスの紹介。 
http://ckan.data.alpha.jisc.ac.uk 

・ 10) Publons integration into an IR / Andrew Heath (University of Queensland)  
本題に入る前に終わってしまったが、UQ eSpace 上で所属研究者の Publons 上のレコードを

見せるという話だと思う。UQ は Publons 上の reviewers の数が多いようだった。 
https://espace.library.uq.edu.au/view/UQ:390543 

・ 11) Digital Repository of Ireland  
長期保存のために必要なメタデータ要素をひたすら列挙していくプレゼン。ライセンス情報

や provenance information 等も。 
http://www.slideshare.net/dri_ireland/rebecca-grant-kathryn-cassidy-marta-bustillo-impl
ementing-orphan-works-legislation-at-the-digital-repository-of-ireland 

 
(7) Papers 12: Imperial College London - journey to open scholarship 

★インペリアルカレッジロンドンの OA ワークフローの紹介 
 
http://www.slideshare.net/TorstenReimer/imperial-college-london-journey-to-open-scholarshi
p 
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=132 

 ・ 山地准教授、Natalia Manola、Kathleen Shealer のミーティングに同席していたので発表は

ほとんど聞けなかったが、スライドが公開されている。参考になる事例なのでここで紹介し

たい。 
・ インペリアル・カレッジ・ロンドンのワークフローは、DSpace、Symplectic Elements、APC

管理システム（ASK OA）を組み合わせ、グリーン OA とゴールド OA を統合している（P.6-7）。 
・ 2014 年には ORCID に参加し、所属研究者への iD 取得を促進。 
・ DOI と ORCID をベースにした、自動化された OA ワークフローのアイディアも。 
・ p.15 のグラフを見ると、順調に OA が推進されているように見える。 
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(8) Panel 6: Repositories of the Future 
★COAR の次世代リポジトリ WG のパネルディスカッション 
 
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=143 

 ・ 2016 年 4 月に COAR に設置された Next Generation Repositories のワーキンググループ（山

地准教授もメンバー）に関するパネルディスカッション。 
・ Eloy Rodrigues の趣旨説明に続き、Paul Walk、Pandelis Perakakis の両氏からプレゼンが

行われ、その後フロアを交えたディスカッションが行われた。2016 年 12 月には

recommendation を発表し、その rapid implementation を目指して活動する予定だという。 
・ 重点領域として、Discovery、Assessment、Workflows、Impact の 4 つがある。 

https://www.coar-repositories.org/activities/advocacy-leadership/working-group-next-gene
ration-repositories/ 

・ Paul Walk からは、Are our repositories “Web-unfriendly”?という話。OAI-PMH は digital 
library 時代のプロトコルである。splash page から本文をダウンロードするのに human user 
mediation が必要であるという問題点（TDM のワークショップで CORE プロジェクトから

出た話と同じ） 。ResourceSync にも言及。 検索以外のサービスとして、collaborative 
authoring & early review や Preservation of versions (Hiberlink)を例示。  

・ Pandelis Perakakis からは Open Peer Review modules の話。（★林感想：このサービスは

next generation repositories がベースにないと実現できないものなのかはよく分からなかっ

た。） 
https://blogs.openaire.eu/?p=489 

・ ディスカッションで印象に残っているのは、リポジトリの trust/certification（おそらく CRL
のような）というアイディアや、technological な観点からの議論しかなかったのが

disappointed だという痛烈な批判。  

 
 

https://www.coar-repositories.org/activities/advocacy-leadership/working-group-next-generation-repositories/
https://www.coar-repositories.org/activities/advocacy-leadership/working-group-next-generation-repositories/


2.3 ポスターセッション 

 OR2016のポスターセッションには 298件の応募があり、そのうち 44件がアクセプトされたという（日

本からは筆者らのポスターと山地准教授らのポスターの 2 件）。ポスターは後日 OR2016 のウェブサイト

で公表されるはずである。 
https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=114 
 
 筆者らのポスターは figshare にアップロードしている（DataCite の ORCID Auto-Update を試してみ

たかったからだが、今のところ筆者の ORCID レコードへの自動追加はされてない）。 
https://dx.doi.org/10.6084/m9.figshare.3443885.v1 
 
 ポスターセッションタイムでは 1 時間で 10 人程度の参加者と会話をし（バージニア大学図書館、ドイ

ツの大学図書館、bepress、DSpace、CORE、CERN、CAS（中国）、Cottage Labs 等）、以下のような

質問を受けた。 
 researchmap と IRDB のマッチングにはどういうアルゴリズムを使っているのか。論文等で発表済

みか。（複数） 
 KAKEN データベースは OAI-PMH エンドポイントを持っているのか。 
 日本には国としての OA ポリシーがあるのか。 
 researchmap で業績を網羅するための課題はないか。 

マッチングアルゴリズムは詳細をポスターには盛り込まなかったせいもあるが、同様の苦労を味わっ

ているひとたちが多いということだろう。Cottage Labs は ResourceSync 用の DSpace モジュールを開

発している英国の会社で（Lantern というサービスを開発し、Jisc Monitor にも関係している）、「日本

には ResourceSync を実装しているサービス（CiNii Dissertations）がある」と伝えたら喜んでいた。 
 
 ポスターセッションを体験して感じたのは、 
 何らかのプロジェクトを開始したら、継続的に情報を発信していくためのウェブサイトやブログを

作り、その URL をポスターに記すべきなのだろう 
 日本のリポジトリ全体の現状をまとめたポスターを定期的に出したほうが良いのだろう（Jisc や

OpenAIRE のポスターはそれほど新しい内容ではなかったが、関心は高かったようだ） 
の 2 点である。 
 
 なお、参加者の投票による best poster には英国の CORE プロジェクトのポスターが選ばれた。 
https://blog.core.ac.uk/2016/06/23/core-wins-best-poster-award-at-the-open-repositories-conference-o
r2016/ 
 
 個人的には中国の National Science Library が、Jisc、OpenAIRE、SHARE と似たようなルーターサ

ービスを開発中というポスターが興味深かった（The Router Service Engine iSwitch for Open Access 
into Institutional Repositories）。 
 

https://www.conftool.com/or2016/index.php?page=browseSessions&form_session=114
https://dx.doi.org/10.6084/m9.figshare.3443885.v1
https://blog.core.ac.uk/2016/06/23/core-wins-best-poster-award-at-the-open-repositories-conference-or2016/
https://blog.core.ac.uk/2016/06/23/core-wins-best-poster-award-at-the-open-repositories-conference-or2016/


 

Cite: https://twitter.com/gobfrey/status/742764378282414080 
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2.4 関連 URL 

 ブログ 
 http://blogs.helsinki.fi/digikirjasto/2016/06/27/konferenssikesan-tunnelmia/ 
 https://bibliobrary.net/2016/06/23/open-repositories-2016/ 
 http://rlskoeser.github.io/tags/OR2016/ 
 http://www.discoverygarden.ca/blog/2016/6/16/scaling-islandora 
 https://scholarlycommunications.jiscinvolve.org/wp/2016/06/10/jisc-and-international-oa-in

frastructure/ 
 https://scholarlycommunications.jiscinvolve.org/wp/2016/06/10/jisc-and-international-oa-in

frastructure/ 
 スライド 

 http://www.slideshare.net/laura_Cz/laura-czerniewicz-open-repositories-conference-2016-d
ublin 

 http://www.slideshare.net/tdonohue/introducing-the-new-dspace-user-interface 
 http://www.slideshare.net/susanborda/can-repositories-be-attractiveeven-sexyfeatures-of-d

igital-libraries 
 http://rufuspollock.org/2016/06/09/in-dublin-to-talk-at-open-repositories-2016-and-more/ 

 
2.5 OpenAIRE との連携 

 機関リポジトリ推進委員会メタデータタスクフォースでは、今年度、junii2 の後継となるメタデータ

スキーマの開発に取り組んでいる。その中では OpenAIRE とのスムーズな連携が強く意識されていると

ころである。 
さらに、OR2016 の期間中に、山地准教授と Jochen Schirrwagen（OpenAIRE / Bielefeld University, 

Germany）氏との間でミーティングが行われ、以下のアイディアが出されている。 
 OpenAIRE は IRDB の本文をすべてアグリゲート 
 論文謝辞のスタイルについて情報提供（KAKEN 関連） 
 KAKEN のプロジェクト情報を提供 
 IRDB 中の KAKEN に関係する論文を抽出 
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テキストデータマイニングのワークショップ（登壇者は Natalia Manola） 
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トリニティ・カレッジ・ダブリンのキャンパス 

 

 
ダブリンの一大観光地となっている有名なオールドライブラリー（ケルズの書） 
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